
1

NIMS eSciDoc: 材料分野の主題リポ
ジトリとeScienceへの展開

NIMS eSciDoc: A Subject Repository in Materials 
Science and Its Applications Towards eScience

高久雅生, 谷藤幹子

物質・材料研究機構 科学情報室

{TAKAKU.Masao, TANIFUJI.Mikiko}@nims.go.jp
2009年度第3回SPARC Japanセミナー

@京都



2

NIMSの紹介 (Introduction to NIMS)

 物質・材料研究機構 (NIMS)
 物質・材料分野の研究型独立行政法人

 定年制研究職：約420名 (Full time employee)
 研究者総数 ：約1,300名 (Total)

 年間生産論文数: 2,000件強

 論文被引用数

 材料科学分野で世界第3位

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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NIMSにおけるデジタルライブラリー構想
(NIMS Digital Library Project)

 研究活動支援に向けて

 研究成果（論文、講演資料等）の発信ツール

 研究者による実験データリポジトリとしての活用
 実験ノート、生データ、画像データ

 一般社会に向けて

 研究者自身による情報提供、情報公開

 物質・材料研究分野の研究資源、素材の集積所

 機関内情報共有に向けて

 研究者総覧機能としての提供

 所内諸システムとの連携

 「ものづくり」資料等の情報共有

 機関広報素材としての活用
2009年度第3回SPARC Japanセミナー

@京都
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 eSciDoc共同研究開発 (NIMS-MPDL)
 2008年度から3年間の共同研究開発契約

 MPDL (Max Planck Digital Library), Germany
 eSciDoc（ディジタル図書館基盤ソフトウェア）の活用

 単一機関の枠を超えた連携可能性

→ 開発の場へコミットしながら、現場での運用を
目指す

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

NIMSにおけるデジタルライブラリー構想
(NIMS Digital Library Project)
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eSciDocの特徴 (Overview)
 eScience情報の長期保存、発信

 MPDL, FIZ Karlsruhe（ドイツ）の共同開発

 オープンソースソフトウェア (Open source)
 SOA (Service-oriented architecture)

 公開APIの活用を前提とした相互運用

 コアサービス (Coreservice)
 機能: ログイン認証, 検索, データストア（DB）, etc.
 データストア：Fedora（リポジトリ基盤ソフトウェア）

 RDFをベースとした柔軟なアイテムレコード間の関連付けが可能

 各種アプリケーション

 PubMan: 文献情報リポジトリ

 FACES:  写真アーカイブ

 ViRR: 書籍スキャン&OCR 2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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NIMS eSciDocアプリケーション (Solution)

 論文文献資料の保存、公開

 PubMan
 研究画像データの共有

 Faces

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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PubMan: 論文・出版物の保存、公開

 オープンアクセス論文・資料の保存、公開
(Open access)

 特長 Features
 研究者総覧 Researcher Portfolio

 メタデータ・本文流用入力 Fetch

 版管理 Versioning

 派生資料関連付け Relations

 ローカルタグ Local tagging

 アクセス統計 Visualization of usage statistics

 外部サービスとの多様なやり取り API
2009年度第3回SPARC Japanセミナー

@京都
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著者ＩＤリンク
→ 研究者ポートフォリ

著者にID付与すると、
アイコンリンクが出現

研究者総覧 (Researcher Portfolio)
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研究者総覧 (Researcher Portfolio)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

文献情報は
自動挿入
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PubManメタデータ/本文流用登録機能
(Fetch)

 登録を容易化し加速するための機能

 （二度手間をなくす）

 対応外部サービス

 ArXiv
 SPIRES
 BioMedCentral
 PubMedCentral

 今年度開発予定:
 海外: CrossRef (DOI)
 国内: CiNii

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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PubManメタデータ/本文流用登録機能
(Fetch)

 登録を容易化し加速するための機能

 （二度手間をなくす）

 対応外部サービス

 ArXiv
 SPIRES
 BioMedCentral
 PubMedCentral

 今年度開発予定:
 海外: CrossRef (DOI)
 国内: CiNii

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

CiNiiから論文情報を抽出
して、一括自動保存
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PubMan版管理機能 (Versioning)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

メタデータ/本文の改訂履歴を自動保存

初期版を登録

ページ番号を確定

公開日を確定

公開

ハンドアウト登録

発表前から発表後までの成果文献情報を一元管理
(One single platform for pre- and post-publication info.)
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PubMan派生資料関連付け (Relations)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

原稿と他の文献との関連付け
（翻訳資料と元原稿）
(translation and original manuscript)

個別文献にとどまらない文献同士
の関連付けを明示できる。

※他にも、ユーザ参加によるキー
ワードタグ付けなどでの整理提示
も可能
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PubManアクセス統計機能
(Visualization of usage statistics)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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PubManアクセス統計機能
(Visualization of usage statistics)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

3つの粒度でアクセス状況を可視化
・論文単位
・著者単位
・機関単位
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外部サイトでのデータ再利用 (API)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

外部サイト上にPubMan上の情報を
自動挿入、リンク付与
（Wordpress (CMS) 対応）

自動的に年月順の発表論文アーカイブ
論文付与キーワードによるブラウジング
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外部サイトでのデータ再利用 (API)

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

整形済み文献情報とPubManへのリンク
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主題リポジトリ・多機関共同リポジトリ

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都

複数の国・機関をまたいだ、同居型共同リポジトリ
(Cooperative repository)

今年度後半には国内での連携テストを開始予定
・日本大学新学術創成プロジェクトにおける4研究分野

医学 (Medical)、物性化学 (Chemistry)、アートアーカイブ
(Archives)
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NIMS eSciDocアプリケーション (Solution)

 論文文献資料の保存、公開

 PubMan
 研究画像データの共有

 Faces

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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Diamond-Faces
 ダイアモンド画像データの蓄積と共有

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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2009年度第3回SPARC Japanセミナー

@京都

Diamond-Faces (Detail view)

ダイアモンド画像のメタデータスキーマを
属性定義 (User-defined metadata schema)
• 元素、形、色、合成手法、実験条件、温度、説
明、日付など
（→ 物質・対象に応じて柔軟に定義可能）
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2009年度第3回SPARC Japanセミナー

@京都

ダイアモンド画像の属性
定義に沿った、フィールド
検索も可能

Diamond-Faces (Search UI)
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Diamond-Faces: eScienceのための特長
(Features for eScience)

 属性定義 (Configurable metadata schema)
 柔軟に属性（色・形・温度など）を定義可能

 参照URL
 固定URL (Permalink)
 複数の画像集合を単位としたひもづけ (Album)
→ 研究論文から対象データとして引用・参照でき、
関連資料としてまとめた情報を共有できる。

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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まとめ (Conclusion)

 研究者の活動、ニーズによりそったリポジトリシ
ステムの要件とその研究開発

 ２つのアプリケーションの運用を進めている

 PubMan: 文献資料 （+研究者総覧）

 Faces: 画像データ

 課題（今後の取り組み）

 データ入力・登録の簡便化に向けた工夫

 所内システムおよび外部サービスとの連携を図る

 所内: 研究発表許可願システム、人事DB
 外部: トムソンResearcherID、NII研究者リゾルバ

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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今後の予定（宣伝）

 図書館総合展: 2009年11月10日～12日
 @横浜

 FIZ Karlsruheの開発者責任者を招聘

 フォーラム開催予定:
 11月11日 13:30～14:30
 eSciDoc/Fedora: e-Researchのための機関リポジト
リの新展開
－デジタルライブラリーからeScienceへ向けて

 Open Access Friday: 10月23日（金）

 @東京

2009年度第3回SPARC Japanセミナー
@京都
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